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「共生教育∞農福連携」
―等しく地球の生き物であることを実感する場―



２０２３年春 実験農園が西区から北区へ移転しました！！



0から作り上げる楽しみ！
農業も福祉もクリエイティブ
なのよ～



稲のすぐ隣は除草剤を

使って枯れ果てた雑草が・・・

この景観を子どもたちは

どう感じるのだろうか・・・



 持続可能な、人と環境の関係づくり

～学生と障害者が協働する農福連携～



雇用の創出

福祉側の課題

生きがいの創出

共生社会の実現



地域のさまざまな背景をもつ人々と学生が協働していく



後継者不足の解消

農業側の課題

農業衰退の阻止

地域環境保全



障害をもつ方々と
一緒に

実験農園を運営してみよう！
2016～2025



1年目：まず一人で
やってみる

• 知り合いの農家さんのつながり
を手がかりに約半反の土地を
借りる

• 耕して、まずは土づくりもせず、
茶豆の苗とハーブの苗を植えて
みる

• ハーブ園で一年ボランティア

知り合った大工さん、農家、

園芸福祉士から情報を得、

手を借りて、農場を整備。



2年目：利用者１名
と２人で．．．。
なんにもできない

• 茶豆は順調ながら、野菜は半
分以上ボツ・・・

• 地域の方と古いハウスを解体
し、移設

• 学生が興味を持ち始めた！



3年目：利用者
が3名に。
農園長はMさ
んに。

• 農家さんの教えで土壌改革

• 土地に合う野菜を模索

• 無農薬への思い

• 失敗は数知れず。

工夫し、次を考える。

楽しい・・・



そうだ！
農福連携の第4の形を
模索しよう！！

•農業者が福祉を取り入れている

•福祉施設が農業を行っている

•企業が福祉と農業を取り入れている

•障害者が農業を起業する



農福連携の「福」の根幹をなすものは・・・

•主体性の回復

•その人がその人らしく生きる

障害者が働き、お金を稼ぐこと＝自立への支援 手段に近い

• “支援”が板についてくると・・・

•失敗しないように、スムーズにいくように支援者が動こうとする

•私たちは自分たちで創意工夫する楽しさを知っている

•失敗から学ぶ自由や自らが先駆者となる喜びを奪ってはいないか

支援



利用者が農園を
持つシステム

•支援施設が耕作放棄地を農家より
借り受ける

•利用者＋施設職員＋地域ボラン
ティア＋学生で農園を運営する

•利用者が農園長であり、収入はす
べて利用者の工賃となる

•農園長ができない部分（販売、運
搬、経理）を協力者側が補う



支援者率先型から利用者主体型へ

これから求められる支援施設の役割
経営者である施設が、できることを探し障害者へ

経営者である障害者が難しいところに施設が手当
てする・・・販路拡大・経理など

皆同じ作業をするため、1人の症状悪化の影響は
少ない

症状悪化時期への補充体制・・・常から情報のやり
とりと手順の把握は必要・・・助っ人の確保



4年目：お金を儲けて
みよう

• 茶豆（いきな丸、湯上り娘、茶豆、さ
かな豆）800株

• 食用ケール、ルッコラ、コリアンダー、
バジル、いんげん、さやえんどう、ト
マト、ねぎ、ピーマン・・・・

• 茶豆は主に関東へ出荷

• 無農薬の野菜ボックスを配達

• 毎月の内職による工賃より高い手
取り





5年目：小さな農園
をもう一つ増やす
後続の利用者が数
名増える
収益を倍にする

• 「ケール畑をやりたい」と
いう利用者を支援

• 年金＋農園収益で自立し
て生活できる

• 学生は農業と福祉の連携
がピンとくるように



夏場の草取りは早朝しか無理！

精神障害をもつ仲間たちは生活のリズムを崩すことは
できない・・・。

そこは学生ががんばった！

みんな畑に６時に集合。

陽が高くなる前の２時間が勝負！



無農薬野菜の販売先の開発と売り込みは学生の仕事！



集い畑の楽しいひととき



フリースクールの子どもたちと一緒にピザ窯づくり！

木陰で大の字で昼寝したり、得意の料理を披露したり。

伸び伸びと過ごす気持ちよさをみんなで味わう！





町おこしイベントで野菜を売ろう！



食農福教育
プログラムの作成

2021

今までの農業体験では
何も残っていない・・・・

私たちが経験してきた心
を揺さぶるような体験を
子どもたちにもしてもら
いたい・・・

精神障害を有する農園
長が経営する畑を訪れ
て、真の共生型農業を体
験するプログラムを作成
した



弱っている人々が生活する
病院はもっとも癒しの場で
なければいけないでしょ！



2020
新潟リハビリテーション病院美化計画開始！



新潟リハビリテーション病院美化計画

近隣の知的障害者支援施設の
みなさんとの協働作業



緑の環境プラン大賞 国土交通大臣賞受賞

１００万円の賞金でメディカルハーブガーデン作成



後継者のいない一人農家を応援！
田園の素晴らしさを発信しながら、
多様な人々を呼び込もう！



残したい！
里山の大自然の
すばらしさ！



里山に人を呼び込むしかけづくり



一人梨農家 応援隊！



コロナ禍の
学寮生の

食事事情を救おう
プロジェクト！





翌年は・・・
じゃがいもが豊作→そうだ！じゃがいもを
使ってWINWINを考えよう！

学寮生の夏休みは学食がないので・・・
作りたてのポテト料理をふるまって・・・

実験農園の野菜を売ると→農園長たちの
収入に！





さて、今年は何を始めよう・・・
企画会議を開こう！



今年は北区のうみはた農園に
地域の“ひきこもり”の方々に来ていただき、
一緒に過ごしたいと考えています。

①どうしたら活動を知ってもらえるか？
②どんな点に留意するべきか？
③ともに活動するとしたらどんな企画がで
きるか？

アイディアをどんどん出してください！
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